
1 基本情報

・ 岐阜県川辺漕艇場の運営業務
・ 岐阜県川辺漕艇場の維持管理業務
・ 岐阜県川辺漕艇場でのイベントの開催業務
・ その他の業務

2 利用状況を把握するための指標 3 令和２年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

令和２年度　指定管理者評価結果票

所     管     課 清流の国推進部地域スポーツ課

評価対象期間 R2.4.1　～　R3.3.31

指 定 管 理 者

名     称 川辺町

構 成 員 　　－

所 在 地 加茂郡川辺町中川辺1518番地の4

指定期間

施 設 概 要 
名     称 岐阜県川辺漕艇場

所 在 地 加茂郡川辺町中川辺1675－3

R3.4.1 ～ R8.3.31

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 10,533

利 用 料 金 1,188
Ｈ３０ 21,049

指定管理料 0
Ｒ１ 17,917

そ   の   他 9,345
Ｒ２ 12,442

支  出  計 10,533

人   件   費 4,043

施設管理費 6,490

そ   の   他 0

差   　　　　　　  引 0

納　　 　付 　　　金 －

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

引き続き、熱中症対策の強化に努めていただき、安全確保
を効率的に行ってほしい。

熱中症対策としてミストファンを設置している。熱中症対策以外の安
全確保については、水上で事故が起きた場合迅速に対応できるよ
う、使用前に指導者に対して水上確認の指示をしている。

トレーニングルームの利用者数が増加傾向にある点は良い
が、トレーニングルーム以外の宣伝を積極的に行うと良い
のではないか。

トレーニングルーム以外の宣伝として、施設の新設したエレベー
ター、利用者に好評であるWi-Fiについてパンフレットで紹介してい
る。さらに、漕艇場利用団体にパンフレットを配布することで、県外に
も漕艇場をPRしている。
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 4.4
・withコロナを意識し、徹底した感染防止対策を行うとともに、利用者の安
全を第一に考え、安心して施設を利用できるよう設備点検を十分に行
い、管理運営に努めてほしい。

設置目的の充足状況 3.8
・コロナ禍により県民のニーズが大きく変化していると推測されることか
ら、利用者の意見収集・分析に努め、利用者の満足度向上に繋げてほし
い。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 4.2 ・突発的な事故・災害等に迅速に対応できる体制を更に強化してもらいた
い。

経営状況 4.0
・withコロナを意識した自主事業を数多く企画するなど、経営努力をお願
いしたい。
・経費縮減については、更なる効率性追及に努めてほしい。

派生的効果 3.8
・コロナ禍により利用者が減少する中であるがイメージアップ事業を企画
し、ボートの普及振興に、より一層努めてもらいたい。
・子供たちが生命や環境について考え、意識を高めるために、水との関
わりを大切にした体験活動を更に推進してもらいたい。

５ 定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

S
・関係団体との連携を密に取りながら指定管理業務を行っており、県有施設としての社会的役割を一
層高めている。
・新型コロナウイルスの感染防止対策が適切に行われており、国や県の方針に応じて適宜迅速に対
応している。


